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野外で発見したニホンイシガメの産卵巣
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Records about the breeding nest of the Japanese pond turtle, Mauremys japonica, in the 
natural habitat

By Kanako Mine and Yujin Nishimoto

Shizuoka city, Shizuoka pref., Japan

野生動物の生態を知るには，その動物の発見

情報等の記録を残し，蓄積することは重要である．

筆者らは2021年６月５日，静岡県西部のため池で

日本固有種ニホンイシガメ（以下イシガメ）の産卵

巣を２つ発見した．本発見は断片的な情報ではあ

るものの，知見に乏しいイシガメの繁殖生態を解

明する一助になると考え，以下に詳細を記す．

産卵巣の発見場所

産卵巣（２つ）はいずれも同じため池の堤体の堤

頂部で発見した（図１上）．同ため池は山の中腹，

標高102mにあり，周囲は森に囲まれた谷池（水

表面積約6,000㎡／貯水量31,600㎥）である．草

本の茂る土手の上に，土が露出している部分を２

箇所発見し，土を掘ったところ卵を発見した（図１

中）．卵を確認した地点はいずれも池の水際から

直線距離で約５mの位置であった．

ため池の淡水ガメの生息状況

同日，同ため池にアナゴ網３基を13時に設置し



から，卵はイシガメのものと思われたが，自宅に卵

を持ち帰り人工孵化を試みた．発見から62日後の

同年８月６日に２つの産卵巣の孵化を確認し，外

部形態の特徴からすべてイシガメと同定した（図１

下）．表２に孵化率，孵化幼体のサイズを示す．な

お，卵及び孵化幼体のサイズはいずれも発見日・

孵化確認日にノギスで測定した．

３時間後に回収したところ，イシガメ６個体が捕獲

された（オス１個体，メス５個体，うち１個体は鼠径

部の触診により抱卵を確認）．また，過去（2020～

2022年）に訪れた際には，堤体の緩傾斜のブロッ

ク護岸上にイシガメのみが甲羅干しするのを確認

しており，このため池は同種が優占するものと考

えられる．

卵数，卵サイズ，孵化率，孵化幼体サイズ

卵数は，６個と７個であった．産卵巣の深さ（地

表から産卵巣底まで）及び卵サイズを表１に示す．

前述したように同ため池はイシガメが優占すること

産卵巣１

産卵巣２

ブロック護岸

卵のサイズ

重量(g)短径(mm)長径(mm)

13.424.5539.301産卵巣１

深さ：
14.6cm

卵数：
6個

14.123.9240.812

13.324.7041.233

14.123.6840.504

15.024.4940.995

12.424.4940.346

12.223.5136.421産卵巣２

深さ：
13.0cm

卵数：
7個

11.722.6636.752

12.222.8737.173

11.723.6635.804

11.623.7335.215

12.122.7437.446

11.723.4636.037

孵化日 2021/8/6

体重
(g)

腹甲長
(mm)

背甲幅長
(mm)

背甲長
(mm)

産卵巣
No

7.025.327.932.8

1 7.626.830.034.6

その他4卵は未孵化

7.426.127.732.1

2

7.527.128.132.1

7.327.127.232.5

7.325.828.132.2

その他3卵は未孵化

図１．上：産卵巣が確認された位置，中：確認された

産卵巣（産卵巣２）と卵，下：孵化した子ガメ

表１．イシガメ産卵巣の深さ，卵数，卵のサイズ

表２．イシガメ孵化幼体のサイズ
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